
平成29年度学校経営の重点化構想と評価

日光市立鬼怒川小学校

◇教育基本法、学校教育法 学 校 教育 目標 ◇栃木県教育振興基本計画

◇学習指導要領 ◇日光市学校教育推進計画

○自分から本気で学ぶ子 ○心豊かで思いやりのある子 ○元気で最後までやりぬく子 ◇学力向上アクションプラン

目指す児童像 目指す学校像 目指す教師像
心身ともに健康でたくましく、人や自然や文 ○ 信 頼 さ れ る 学 校 ○児童の思考力・判断力・表現力を高めるため日々の

化を愛する豊かな心をもち生涯にわたって自ら ○ 開 か れ た 学 校 授業改善に努める教師

学び続けようとする児童 ○ 特 色 あ る 学 校 ○専門性を生かした「チームとしての学校」の構築の

”いきいき にこにこ 鬼怒川の子” ○ 居 が い の あ る 学 校 ため、同僚性・協働性を発揮する教師

児童の実態 保護者の実態 教職員の実態 地域の実態

◆「学校が楽しい」(92%)◆「授業内容が理解できる」(93%) ◆「充実した学校生活が送れるよう努力している」(97%) ・自己評価平均が 3.4。職務等の改善に前向 ・地域の自然や施設等、豊かな教育資
◆「先生は自ら学ぶ授業をしてくれる」(98%) ◆「子どもののよさを認め伸ばそうとしている」(98%) きに取り組んでいる。 源が身近にある。
◆「先生は悩みの相談に真剣にのってくれる」(97%) ◆「学校は情報を積極的に発信・提供している」(99%) ・現職教育や学校課題の意欲的に取り組み、 ・観光地で学区が広く、徒歩、電車、
◆「考えをまとめたり、友だちと協力して学習している」(86 ％) ◆「保護者に対して誠意をもって対応している」(98%) 授業力・教師力向上に努めている。 バス、ｽｸｰﾙﾊﾞｽと多様である。
・学習、生活態度は落ち着き、清掃や作業等もしっかり取り組む。 ・学校行事や授業参観等の参加状況は良好である。学校教育 ・40 代の中間層が少なく、ＯＪＴの取り組 ・学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動など、学校教育
自分の考えをまとめ、発表したりすることに苦手意識がある。 活動、ＰＴＡ活動に対しても大変協力的である。 んでいる。 活動に対して、協力的である。

学 校 経 営 方 針

１ 本校の特色を生かした教育課程編成及び教育環境の整備等により、児童に「生きる力」をはぐくむ。
２ 教育目標の具現化のため、教職員が専門職としての研修に主体的に励み、資質・能力の向上に努める。
３ 学校・家庭・地域との連携を図り、安全で安心な学校づくりを推進する。

努力点及び具体策

児童 教職員 家庭・地域

学力、健康・体力の向上 豊かな心の育成 能力開発と資質向上 組織力の向上 連携・協力の強化

①基礎的・基本的な知識及 ①自分と共に他人を大切 ①授業実践力、生活指導力 ①組織対応力、問題 ①家庭・地域からの

中 び技能の定着 にする態度の育成 の向上 解決力の向上 情報の収集・分析

長 ②思考力・判断力・表現力 ②社会の一員としての自 ②ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力、人間関係 ②「チームとしての と発信力の向上

期 の育成 覚と規範意識の育成 調整力の向上 学校」で目標実現 ②開かれた学校を目

目 ③健康の保持・増進と体力 ③人間関係づくりと信頼 ③職務実践課題を明確にし に取り組む雰囲気 指す学校評価の改

標 の向上 関係の醸成 た課題解決力の育成 の醸成 善・充実

①児童の課題意識を大切に ①個々のよさを生かし伸 ①授業力と学級経営力を高 ①現状分析に基づく ①情報の収集と情報

した問題解決型の授業の ばす学級集団の形成 める現職教育、学校課題 改善の意識の高揚 の意図的・計画的

短 実施 ②体験活動を通じ、児童 研修の活性化 ②「チームとしての な提供

期 ②系統性を踏まえ思考力・ の人間関係や規範意識 ②校務分掌の実施を通じ、 学校」による迅速 ②地域と学校の情報

目 判断力・表現力を育成す を高める指導の充実 調整力等のﾐﾄﾞﾙﾘｰﾀﾞｰと 誠実・的確な対応 連携、行動連携に

標 る授業づくり ③児童と教師の信頼関係 しての資質の向上 ③「報告・連絡・相 よる双方向的な関

③意図的・計画的な健康の の構築する教育活動の ③教職員評価制度を活用し 談」を基盤した組 わりの強化

保持増進と体力つくりの 実践 た課題等の明確化と解決 織として対応が機 ③ PTA と協同した開
推進 の推進 能する体制の確立 かれた学校づくり

①”主体的な学び・対話的 ①自己肯定感・存在感を ①学校課題研修や「学び合 ①「よりよく・プラ ①各種たよりやホー

な学び・深い学び”を目 味わわせ、一人一人の いﾁｪｯｸｼｰﾄ」の活用によ スワン」の意識を ムページによる情

指し、問題解決学習や振 よさを伸ばす学級づく り子ども主体の授業づく 持ち続け、学校教 報発信を積極的に

り返りなど自己評価活動 りを行う。 りを行う。 育活動の質的向上 推進する。

具 の充実を図る。 ②意図的・計画的な同学 ②担当業務の計画・実践、 を図る。 ②学校評議員会をは

体 ②学力テストを分析し、効 年、異学年との交流や 総合単元的な取組等を通 ②「チームとしての じめ、各種委員会

策 果的なＴＴの実施により 学校行事等の機会を通 じて、学校運営に対する 学校」が機能する の効果的な運用を

思考力・判断力・表現力 じた人間関係づくりや 参画意識を高める。 ＯＪＴ体制を構築 図り、家庭・地域

を高める個に応じた指導 規範意識の醸成を図る。 ③教職員評価制度に係る目 する。 との連携強化に資

を行う。 ③教育課程を工夫し、教 標設定と実践・検証によ ③ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝとﾎﾞﾄﾑｱｯ する。

③体育・健康に関する課題 育相談や共遊の時間を り、資質・能力の向上を ﾌﾟが機能する体制 ③ＰＴＡ活動や学年

を明確にし、具体的な指 確保し信頼関係を構築 図る。 を整備する。 部会等の機会を効

導により家庭との連携を し、受容的な学級経営 果的に活用できる

強化する。 を行う。 ようにする。


